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2011 年（平成 23年）3月号

今月の主な内容 主な行事予定

○成人式
○消防出初式
○さとうきび・春植え出発式
○伊仙小学校校舎落成式
○徳之島フォーラム開催

○中学校卒業式　　　  　　 （3 月 15 日）
○小学校卒業式　　　  　　 （3 月 24 日）
○小・中学校入学式	 （4 月　6 日）
○戦艦大和慰霊祭	 （4 月　7 日）
○クリーン作戦	 （4 月 17 日）

袴やスーツ、振り袖姿に身を包
んだ 107 人が大人の仲間入りを
しました。

満面の笑顔で！



平
成
23
年
、
第
一
回
定
例
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
施

政
方
針
を
述
べ
て
い
き
ま
す
。

景
気
低
迷
に
よ
り
失
業
者
の
増
加
で
雇
用
情
勢
が
更

に
悪
化
し
、
経
済
状
況
が
下
落
す
る
中
に
あ
っ
て
、
国

政
に
お
い
て
は
先
に
行
わ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
の
結

果
、
ね
じ
れ
現
象
が
生
じ
政
局
も
先
行
き
不
透
明
な
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
昨
年
、
宮
崎
県
で
発
生
し
た
口

蹄
疫
に
続
き
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
国
内
各
地
で
発

生
し
、
畜
産
農
家
を
震
撼
さ
せ
て
い
ま
す
。
一
方
、
国

外
に
目
を
転
じ
ま
す
と
エ
ジ
プ
ト
の
首
都
カ
イ
ロ
で

は
、
反
政
府
デ
モ
に
端
を
発
し
た
民
衆
の
暴
動
で
ム
バ

ラ
ク
政
権
が
崩
壊
し
ま
し
た
。
ペ
ル
シ
ヤ
湾
岸
の
産
油

国
バ
ー
レ
ー
ン
・
イ
ラ
ン
・
リ
ビ
ア
な
ど
特
に
中
東
地

域
で
は
殆
ど
の
国
々
で
民
主
化
要
求
デ
モ
が
起
こ
る
な

ど
世
界
各
国
に
波
及
し
、
政
局
が
崩
壊
の
危
機
に
陥
っ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
伊
仙
町
に
お
い
て
は
、
平
成
24
年
１
月
１
日

に
町
勢
施
行
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。「
共
に
創
ろ
う
、

躍
進
す
る
輝
く
伊
仙
町
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
100
項
目
の

マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
を
政
策
の
目
標
に
掲
げ
、
そ
の
着
実

な
実
践
に
向
け
全
力
投
球
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

過
去
に
長
寿
世
界
一
を
２
人
輩
出
し
、
子
宝
日
本
一

の
栄
誉
を
合
わ
せ
持
つ「
健
康
・
長
寿
と
子
宝
の
町
」「
人

情
豊
な
も
て
な
し
の
町
」
伊
仙
町
。
少
子
高
齢
化
が
進

む
日
本
社
会
の
中
、
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
全
国
が
注
目

し
、
誰
も
が
行
っ
て
み
た
い
町
・
住
ん
で
み
た
い
町
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
人
口
の
増
加
す

る
町
と
し
て
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
定
住
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
「
住

宅
政
策
・
空
家
対
策
」
を
整
え
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
子
宝
の
町
と
し
て
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

達
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
児
童
福
祉
の
向
上
に
資

す
る
た
め
の
子
育
て
支
援
「
出
産
祝
金
」
の
支
給
、
共

働
き
家
庭
の
手
助
け
「
預
か
り
保
育
」
の
実
施
な
ど

き
め
細
や
か
に
進
め
ま
す
。

徳
之
島
農
業
高
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
払
い
下

げ
に
向
け
て
県
に
申
請
し
調
整
中
で
あ
り
ま
す
。
５
月

に
行
わ
れ
る
全
郡
議
会
議
員
大
会
へ
の
提
出
議
題
で
も

あ
る
、
大
島
養
護
学
校
分
校
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
に
お
い
て
も
特
別
支
援
教
育
を
重
視
し
推
進
し
て
い

く
中
で
、
養
護
学
校
や
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
て
い

る
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ

の
大
島
養
護
学
校
分
校
設
置
実
現
へ
向
け
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
強
く
要
望
し
、
訴
え
て
参
り
ま
す
。

農
政
面
に
お
い
て
は
「
農
業
生
産
額
50
億
円
達
成
」

を
目
標
に
基
幹
産
物
で
あ
る
さ
と
う
き
び
の
単
収
向

上
、
畜
産
の
振
興
は
勿
論
、
亜
熱
帯
の
気
象
条
件
を
生

か
し
た
付
加
価
値
の
高
い
、
マ
ン
ゴ
ー
や
た
ん
か
ん
、

さ
ら
に
は
赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
ゴ
マ
、
カ

ボ
チ
ャ
な
ど
高
収
益
性
の
作
物
栽
培
を
推
奨
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
加
え
徳
之
島
コ
ー
ヒ
ー
や
、
ま
ぁ

ざ
く
（
ボ
タ
ン
ボ
ウ
フ
ウ
）
の
栽
培
も
育
苗
か
ら
実
証

栽
培
へ
と
移
行
し
軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
20
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば

「
ほ
ー
ら
い
館
」
も
平
成
23
年
に
は
延
べ
利
用
者
が

30
万
人
を
越
え
徳
之
島
全
島
か
ら
多
く
の
方
々
が
来
館

さ
れ
、
健
康
増
進
と
交
流
・
憩
い
や
語
ら
い
の
場
、
徳

之
島
の
新
し
い
南
の
拠
点
と
し
て
盛
況
に
な
っ
て
参
り

ま
し
た
。

ま
た
、
直
売
所
「
百
菜
」
も
地
産
地
消
を
基
軸
に
、

食
の
安
心
・
安
全
を
全
面
に
押
し
立
て
長
寿
食
や
無
農

薬
と
い
う
付
加
価
値
の
高
い
農
作
物
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
、
全
国
に
販
売
発
送
す
る
魅
力
あ
る
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
高
い
評
価
を
受
け
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば
「
ほ
ー
ら
い
館
」、
直
売

所
「
百
菜
」
を
中
核
拠
点
に
過
疎
の
町
か
ら
脱
却
し
て
、

新
生
伊
仙
町
を
創
る
の
が
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で

も
あ
り
ま
す
。

23
年
度
に
お
い
て
は
、
地
域
の
食
肉
文
化
を
生
か
し

た
「
徳
之
島
食
肉
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
が
奄
振
非
公

共
事
業
で
整
備
さ
れ
ま
す
。
奄
美
特
有
の
食
肉
文
化
を

活
性
化
さ
せ
、
継
承
す
る
中
核
的
な
役
割
を
持
つ
施
設

で
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
天
城
町
三
京
に
建
設
中
の
徳
之
島

三
ヶ
町
セ
リ
市
場
が
完
成
新
設
オ
ー
プ
ン
し
、
毎
月
セ

リ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
徳
之
島
の
畜
産
業
の

振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
り
、
将
来
に

わ
た
っ
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
道
施
策
は
、
町
内
各
集
落
か
ら
強
い
要
望
の
あ
る

断
水
や
、
石
灰
分
が
多
い
・
濁
り
や
異
臭
が
す
る
と
い

う
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
事
を
踏
ま
え
、
議
会
の
皆

さ
ん
と
も
調
査
し
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
も
、
西
部
地
区
老
朽
管
更
新
事
業
を
は
じ

め
以
前
水
源
で
あ
っ
た
杉
原
川
や
白
井
川
を
調
査
し
、

復
活
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
後
共
、
町
民
に
安
心
・
安

全
で
お
い
し
い
水
を
提
供
す
べ
く
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

基
本
と
し
た
管
理
の
徹
底
や
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

徴
収
対
策
に
つ
い
て
は
、
税
の
公
正
・
公
平
負
担
は
、

最
も
基
本
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
長
期
的
未
納
者
に

対
し
て
は
個
人
資
産
の
差
し
押
さ
え
を
強
行
実
施
す
る

な
ど
さ
ら
に
町
民
へ
納
税
義
務
の
啓
発
を
促
し
、
徴
収

体
制
を
確
立
す
る
と
共
に
夜
間
徴
収
な
ど
を
行
い
、
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

観
光
施
策
で
は
、
３
月
12
日
に
九
州
新
幹
線
が
博
多

～
鹿
児
島
間
で
全
線
開
通
し
ま
す
。
観
光
立
県
か
ご
し

ま
に
ふ
さ
わ
し
い
、
奄
美
が
持
つ
豊
か
な
自
然
と
個
性

的
な
伝
統
・
文
化
を
再
認
識
し
、
未
知
の
観
光
資
源
で

あ
る
宝
を
掘
り
起
こ
し
、
こ
れ
ら
を
活
か
し
た
魅
力
あ

る
観
光
地
づ
く
り
で
見
る
観
光
か
ら
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
農
家
民
泊
を
取
り
入
れ
た
滞
在
型
・
体
験

型
の
観
光
を
構
築
し
ま
す
。

平
成
23
年
、
施
政
方
針

平成 23 年 3 月（291） （�）



科目別歳入状況（単位：千円）

予算額 構成比 予算額

1 1,181,469 25.1 5 556,505

議員委員等報酬手当 91,354 1.9 国 及 び 県 639

特 別 職 の 給 与 24,774 0.5 一 部 事 務 組 合 327,550

職 員 給 713,116 15.2 そ の 他 228,316

職員共済組合負担金 207,467 4.4 6 668,553

退職手当組合負担金 143,858 3.1 補 助 事 業 費 525,955

災 害 補 償 費 900 0.0 単 独 事 業 費 76,998

そ の 他 県営事業負担金 65,600

2 459,002 9.8 7 1,452

賃 金 90,392 1.9 補 助 事 業 費

旅 費 48,953 1.0 単 独 事 業 費 1,452

交 際 費 900 0.0 8 827,221

需 用 費 97,056 2.1 元 利 償 還 金 825,221

役 務 費 26,122 0.6 一時借入金利子 2,000

備 品 購 入 費 5,454 0.1 9 101

そ の 他 190,125 4.1 10 1,560

3 14,282 0.3 11 5,000

4 552,086 11.7 12 432,336

13 5,000

4,704,567

性質別内訳（単位：千円）

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費

普 通 建 設 事 業 費

災 害 復 旧 事 業 費

公 債 費

積 立 金

投 資 及 び 出 資 金

貸 付 金

(1)

(2)

(5)

(1)

(2)

物 件 費

(3)

繰 出 金

(1)

(2)

(2)(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

歳　出　合　計

（単位：千円，％）

科目

(7)

(1)

(3)

(4)

(6)

予 備 費

(1)

一般会計性質別歳出内訳

科目

(3)

(1)

人 件 費

(2)
人件費

1,181,469

(25.1%)

扶助費

552,086

(11.7%)

公債費

827,221

(17.6%)

普通建設事業費

668,553

(14.2%)

物件費

459,002

(9.8%)

補助費

556,505

(11.9%)

繰出金

432,336

(9.2%)

総額

4,704,567

(100%)

義務的経費

2,560,776

(54.4%)

その他

27,395

その他の経費

1,475,238

(31.3%)

投資的経費

672,513

(14.3%)

科目別歳入状況 （単位：千円） 　　　科目別歳出状況 （単位：千円）

.

地方交付税

2,835,497

(60.3%)

国庫支出金

534,003

(11.3%)

県支出金

314,202

(6.7%)

地方債

433,300

(9.2%)

歳入

4,704,567

(100.0%)

町税

275,855

(5.9%)

自主財源

9.4%

依存財源

90.6%

繰入金 1 ( - %)

諸収入 47,486 (1.1%)

使用料及び手数料 43,751 (0.9%)

繰越金 1 ( - %)

分担金及び負担金 66,397 (1.4%)

財産収入 7,187 (0.2%)

寄附金 102 ( - %)

諸支出金 1 ( - %)

予 備 費 5,000 (0.1%)

地方譲与税 79,129(1,7%)

利子割交付金 687(-%)

配当割交付金 105(-%)

株式等譲渡所得割交付金1(-%)

地方消費税交付金 43,2890.9%)

自動車取得税交付金 11,296(0.2%)

地方特例交付金 10,478(0.2%)

総務費

715,980

(15.2%)

民生費

1,095,783

(23.3%)

衛生費

472,561

(10.0%)

農林水産業費

3840,599

(8.1%)

商工費 28,625(0.6%)

土木費

558,251

(11.9%)

消防費127,667(2.7%)

教育費

384,463

(8.2%)

公債費

827,221

(17.6%)

災害復旧費 1,452(-%)

議会費 106,964(2.3%)

歳出
4,704,567

(100.0%)

科目別歳入状況 （単位：千円） 　　　科目別歳出状況 （単位：千円）

.

地方交付税

2,835,497

(60.3%)

国庫支出金

534,003

(11.3%)

県支出金

314,202

(6.7%)

地方債

433,300

(9.2%)
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4,704,567

(100.0%)

町税

275,855

(5.9%)

自主財源

9.4%

依存財源

90.6%

繰入金 1 ( - %)

諸収入 47,486 (1.1%)

使用料及び手数料 43,751 (0.9%)

繰越金 1 ( - %)

分担金及び負担金 66,397 (1.4%)

財産収入 7,187 (0.2%)

寄附金 102 ( - %)

諸支出金 1 ( - %)

予 備 費 5,000 (0.1%)

地方譲与税 79,129(1,7%)

利子割交付金 687(-%)

配当割交付金 105(-%)

株式等譲渡所得割交付金1(-%)

地方消費税交付金 43,2890.9%)

自動車取得税交付金 11,296(0.2%)

地方特例交付金 10,478(0.2%)

総務費

715,980

(15.2%)

民生費

1,095,783

(23.3%)

衛生費

472,561

(10.0%)

農林水産業費

3840,599

(8.1%)

商工費 28,625(0.6%)

土木費

558,251

(11.9%)

消防費127,667(2.7%)

教育費

384,463

(8.2%)

公債費

827,221

(17.6%)

災害復旧費 1,452(-%)

議会費 106,964(2.3%)

歳出
4,704,567

(100.0%)

科目別歳出状況（単位：千円）

性質別内訳（単位：千円）

平成 23 年度 歳入歳出予算（案）
一般会計性質別歳出内訳 （単位：千円，％）

科目 予算額 構成比 科目 予算額 構成比
1 人 件 費 1,181,469 25.1 5 補 助 費 556,505 11.9
(1) 議員委員等報酬手当 91,354 1.9 (1) 国 及 び 県 639 0.0
(2) 特 別 職 の 給 与 24,774 0.5 (2) 一 部 事 務 組 合 327,550 7.0
(3) 職 員 給 713,116 15.2 (3) そ の 他 228,316 4.9
(4) 職員共済組合負担金 207,467 4.4 6 普 通 建 設 事 業 費 668,553 14.2
(5) 退職手当組合負担金 143,858 3.1 (1) 補 助 事 業 費 525,955 11.2
(6) 災 害 補 償 費 900 0.0 (2) 単 独 事 業 費 76,998 1.6
(7) そ の 他 (3) 県 営 事 業 負 担 金 65,600 1.4
2 物 件 費 459,002 9.8 7 災 害 復 旧 事 業 費 1,452 0.0
(1) 賃 金 90,392 1.9 (1) 補 助 事 業 費
(2) 旅 費 48,953 1.0 (2) 単 独 事 業 費 1,452 0.0
(3) 交 際 費 900 0.0 8 公 債 費 827,221 17.6
(4) 需 用 費 97,056 2.1 (1) 元 利 償 還 金 825,221 17.6
(5) 役 務 費 26,122 0.6 (2) 一 時 借 入 金 利 子 2,000 0.0
(6) 備 品 購 入 費 5,454 0.1 9 積 立 金 101 0.0
(7) そ の 他 190,125 4.1 10 投 資 及 び 出 資 金 1,560 0.0
3 維 持 補 修 費 14,282 0.3 11 貸 付 金 5,000 0.1
4 扶 助 費 552,086 11.7 12 繰 出 金 432,336 9.2

13 予 備 費 5,000 0.1
歳　出　合　計 4,704,567 100.0
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青春のメッセージ森　拓馬さん

青春のメッセージ原　彩さん

20歳の門出
平成２３年度の成人式が１月５日（水）、ほーらい

館（癒てぃなホール）において開催されました。
今年の対象者は平成２年４月２日から平成３年４月

１日までに出生された（男子５８名・女子４９名）計
１０７名の新成人が、大人の仲間入りをしました。

オープニングは勇壮な黒潮太鼓で始まり、式典では
大久保明町長が「長寿世界一・子宝日本一の町、歴史・
文化の町、また自然に囲まれた人情豊かなこの町を誇
りとして郷土愛を忘れることなく邁進して下さい」と
祝辞を述べ新成人を激励しました。

青春のメッセージとして、森拓馬さん・原彩さんが
将来の夢や目標を語り、感謝の気持ちを述べました。

ひき続きアトラクションでは、日舞・島唄等で式に
花を添えて下さいました。最後の六調では、会場・参
加者全員が踊りの輪となり大盛況で式を締めました。

新成人アンケート結果
１月５日の成人式は、該当者１０７名のうち９４名が出席。アンケート調査に６６名の皆さんが回答して下さ
いました。　結果（抜粋）をお知らせいたします。

１　あなたは、徳之島に生まれたことを誇りに思いますか
　　   ア　誇りに思う（１００％）　イ　思わない（０％）

２　あなたは、将来徳之島に住みたいと思いますか
　　　ア　住みたいと思う（７６％）　イ　思わない（５％）
　　　ウ　何とも言えない（１９％）

３　あなたは、郷土芸能（島唄・踊り）を伝承保存するべきだと思いますか
　　　ア　伝統保存すべき（９５％）　イ　そうは思わない（５％）

４　あなたは、島口（方言）を伝承保存するべきだと思いますか
　　　ア　伝承保存すべき（９５％）　イ　そうは思わない（５％）

５　あなたは、島口が話せますか
　　　ア　話せる（７％）　イ　少し話せる（５８％）ウ　分かるけど話せない（３６％）

謝辞を述べる 元田　千香さん
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さ とうきび春植え出発式 

伊 仙小学校校舎落成記念式典・祝賀会 

さとうきび春植えの出発式が２月４日（金）、役場正面
駐車場で行われました。出発式には、役場・あまみ農業協
同組合・南西糖業やその他関係者が多数参加し、春植推進

「３２０ｈ a 目標達成」を目指して、糖業振興会会長・大
島支庁徳之島事務所（農業普及課課長）・あまみ農業協同組
合（徳之島事業本部専務理事）・南西糖業（株）（事業本部
長）の皆さんが今年のさとうきびの生産量や進捗状況の報
告をしました。あいさつの中で、「環太平洋連携協定（ＴＰ
Ｐ）は、島の基幹作物のさとうきびも大きな打撃を受ける。（ＴＰＰ
は）認めない」と、絶対反対と書かれたプラカードや横断幕を掲げ、
反対の意志を強調しました。最後は目標達成に向け、がんばろうを
三唱してサトウキビの反収増加に加え所得向上を誓いました。

２月５日（土）、昨年から校舎新築を進めてきた伊仙小学校（勝
悟校長、児童数１４３人）の校舎が、このほど完成し落成記念
式典・祝賀会がほーらい館において行われました。

当日は、先に、学習発表会を同小学校体育館において開催、
島口劇や合唱等を披露し、式典・祝賀会はほーらい館癒てぃな
ホールへと場所を移して行われました。

式典・祝賀会には、学校関係・保護者・行政・その他関係者
が多数参加し、新校舎の完成を祝いました。この中で児童を代
表して、幸夢丸君（６年）、杉山千春さん（６年）が「きれいな校舎で学べることが、嬉しいです」とお礼の
言葉を述べました。

新校舎は、鉄筋コンクリート２階建、延べ床面積 2810 平方メートル。
校舎内の造りは、玄関フロアが広い多目的スペースになっており、特に教室内の照明には、最新の技術で

開発されているＬＥＤの照明を使用。又、エコ時代にあわせて太陽光発電システムの導入も予定しています。
児童生徒達も新しくなった校舎で、勉強やスポーツに励み楽しい学校生活が送れるのではないでしょうか。

関 西奄美会一行が伊仙町を表敬訪問 
関西奄美会一行（１１名）の皆さんが１２月２０日、

伊仙町を表敬訪問しました。今回は１２月１９日から
２１日までの３日間の日程で、徳之島・奄美大島（奄
美市・龍郷町・大和村）を奄美豪雨災害の見舞いを兼
ねて訪問。又、中央公民館において役場三役を含めた
課長会との意見交換会が行われ、武田会長が「都会の
郷友会を中心として、島の特産品の販路開拓を進めて
行き、徳之島が益々発展するよう積極的に協力してい
きます。これからも一諸に頑張っていきましょう」な
どと温かい絆で結ばれた言葉を頂きました。

このあと、関西奄美会・会長武田勝次様から、心温まる寸志を賜りました。寸志は、町の発展の為大切に
使わせていただきます。
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ゆ れ動く長寿・子宝の島 〜小さな島の大きな戦い〜 

徳 之島フォーラム「徳之島の未来、世界遺産」 

この程、平成２２年度の鹿児島県小学校社会科作品コンクール
において、鹿児島大学教育学部付属小学校５年に組の中濱実紅翔
さんが、徳之島普天間移設問題を題材に取りあげ、みごと優秀賞
に輝きました。

中濱さんは、祖父母が徳之島に住んでいる事や、移設に賛成案
と反対案があるのはどうしてなのか又、どうして徳之島なのか、
疑問に思う事が多くこの問題を調べるきっかけになったと言いま
す。

作文の最後には「世界中から戦争や核など全ての軍事がなくなり、平和な世の中になってほしいと強く思い
ます」と願いが綴られていました。

１月１０日（月）、「ほーらい館」癒てぃなホールにおいて、鹿
児島大学主催による徳之島フォーラム「徳之島の未来、世界遺産」
が開催されました。各分野の専門家や有識者を交えてのパネル
ディスカッションでは、世界自然遺産登録に向けての方向性を模
索していくなかで、貴重な意見交換や提言がありました。会場内
の客席も満席となり、島民の関心の高さをうかがい知ることがで
きました。フォーラムの最後に，環境省那覇自然環境事務所の奥
田所長が「徳之島フォーラム宣言」を行いました。

部長　　平山　弘　美
団員　　樺山　清　子
団員　　吉村　千恵美
団員　　木場　絹　子
団員　　盛本　和　典

消 防出初式 
１月４日（火）、毎年恒例となった消防出初式が行われました。

役場駐車場前から伊仙中学校までの沿道をパレードし、地域の防
災と安全を呼び掛けました。

パレードに続き伊仙中学校運動場では、日頃からの訓練披露と
して消防団員による消防訓練（通常点検及び器具点検・ポンプ操
法）や放水訓練が行われ、団員の機敏で息のあった動作に安堵感
を覚えました。

昨年の奄美豪雨災害においては、数多くの方々が被災されましたが、各地区の消防団員を先頭に敏速に対処
したおかげで、救助活動がスムーズに行われました。

今年こそ、火災や風水害などがない年でありますよう、願うばかりです。

平成２２年度非常勤消防団員１０年勤続知事表彰者
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（主な島黒うゎーぐぁーの製品）・島黒豚丼　・島黒ポン酢　・島黒餃子　・ジンギス豚　・カナディアンベーコン　
・へルシーべーコン　・べーコン　・ポークジャーキー「オープンは５月上旬を予定しています。」

み んなが主役 

絶滅危惧種の盗掘被害が報告されていましたが、今回、警察

署の捜査で約９００株の絶滅危惧種の盗掘現場が発見されまし

た。徳之島の希少植物を大切にし、未来の子ども達に残してい

く手伝いをしていきたいものです。非常に珍しい固有種の植物

は絶対に採ってはいけません。

絶 滅危惧種の盗掘被害 

みんなが主役の「第３回 わかば保育園 生活発表会」が２月
１９日土曜日に行なわれました。７２名の園児一人ひとりが主
役です。演目の紹介をはじめ、楽しそうに発表する子ども達は
保護者からのたくさんのフラッシュを浴びていました。最後に

「夢わかば」を全員で合唱し楽しいひと時を過ごしました。

徳 之島高等学校による外来植物駆除活動
２月１７日（木）に徳之島高等学校の生徒によって，喜念浜で外

来植物の駆除活動が行われました。授業の一環を兼ねて，喜念浜に
生えているモクマオウの幼木を除去していただきました。徳之島に
は，世界で徳之島にしか存在しない絶滅危惧種などの希少植物も存
在します。外来植物は，極めて繁殖力が強いものもあり，従来の自
然の生態系にも悪影響を及ぼす可能性があります。外来植物は，絶
対に持ち込まないようにしましょう。徳之島高等学校の生徒の皆さ
ん，御協力ありがとうございました。 

島 黒うゎーぐぁー（美村ファーム　島黒工房）

美村ファームでは、沖縄のアグー豚、奄美黒豚、奄
美喜瀬豚など沖縄と奄美の島々に在来した島豚の血筋
を受け継ぐ多数の島黒豚を飼育しています。

その交配と繁殖により、元来徳之島で飼われていた
島豚により近い、
徳之島固有の島豚
を復活させ、世に
送り出そうと「島
黒うゎーぐぁー」（銘柄豚の名称）を使用した様々な製品の
研究開発に取り組み現在、７０名のサポーターの皆さんに毎
月一回商品をお届けしています。
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父子家庭の支給要件
① 父母が婚姻を解消した子ども　② 母が死亡した子ども
③ 母が一定程度の障害の状態にある子ども④ 母の生死が明らかでない子ども
※所得制限等により、上記の要件を満たしていても手当が支給されない場合があります。個々の家庭が
　支給要件に該当するかについては、役場までご相談下さい。

父子家庭への手当が支給開始されます
　ひとり親家庭に対する自立を支援するため、平成２２年８月１日より父子家庭の
父にも児童扶養手当の支給がはじまっています。手当を受けるためには、保健福祉
課で手続きをしてください。

■問い合わせ先
　伊仙町保健福祉課障害福祉係　
　TEL：０９９７－８６－３１１１（内線６３）

パスポート発行は、伊仙町役場で。～平成 23 年 4 月 1 日（金）から～

　平成２３年４月１日から、パスポート申請受付場所が伊仙町役場に切り替わります。
これまでは、鹿児島県民交流センターや大島支庁徳之島事務所において行われてきま
したが、町内に住民票がある方や居住されている方については、伊仙町役場で受付を
行います。詳しいことにつきましては、下記をご覧ください。

検察審査会制度について

１　申請場所　：　伊仙町役場　企画課
２　受付時間　：　午前９時から午後４時まで（土日，祝祭日は除きます）
３　連 絡 先　：　８６－３１１１（内線２５）

申請に必要なもの
　○一般旅券発給申請書１通	　○戸籍謄本（抄本）１通　○本人確認書類（免許証，保険証など）	
　○住民票　１通　○証明写真（縦４．５ｃｍ×横３．５ｃｍ） 1 枚
　※証明写真は，ふちなしのもので，顔の長さが３４ｍｍ±２ｍｍ，上部余白４ｍｍ±２ｍｍ（正面・無帽・無背景）で
　　申請書提出の６カ月以内に撮影したものに限ります。

交通事故、詐欺などの被害にあったのに、警察官がその事故を裁判にかけてくれな
い、どうも納得がいかない。このような人のために警察官のした不起訴処分が正し
かったかどうかを審査する「検察審査会」があります。

検察審査会は選挙権を持つ人の中から「くじ」で選ばれた１１人で組織されます。
審査員は、毎年１、４、７、１０月に選ばれ、任期は６か月です。審査員の仕事は、

一般の常識で判断でき、法律などの専門的な知識は必要ありません。
あなたもいつか審査員に選ばれることがあるかもしれません。選ばれたときには、

市民の代表としてご協力をお願いします。

～知っておきたい検察審査会・検察審査員に選ばれたらご協力を～

（お問い合せ）奄美市名瀬矢之脇町１番１号　鹿児島地方裁判所名瀬支部内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名瀬検察審査会事務局
　　　　　	 　　　　　　　　　　　　　　　　℡０９９７－５２―５７４１
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環境課からのお知らせ

交通事故無料相談
●交通事故の相談に無料で応じています。交通事故でお悩みの方はお気軽に相談して下さい●

人事院と国税庁では、国税専門官採用試験の受験者の募集をしています。募集要領は、次のとおりです。

1 受験資格
　①　昭和 57 年 4 月 2 日から平成 2 年 4 月 1 日までに生まれた方（学歴は問いません。）
　②　平成 2 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、大学を卒業された方及び平成 24 年 3 月
　　　までに大学を卒業する見込みの方
2 試験の程度		 大学卒業程度
3 申込書の受付期間	4 月 1 日（金）から 4 月 14 日（木）まで
　①　郵送の場合
　　　4 月 14 日（木）の通信日付印有効（できる限り簡易書留をご利用ください。）
　②　申込先へ持参する場合
　　　受付時間は午前 9 時から午後五時まで（土・日曜日は除く。）
4 第一次試験		 6 月 12 日（日）
5 申込用紙		  人事院九州事務局、熊本国税局又は大島税務署に請求してください。
6 受験申込先		 全国の各国税局及び国税事務所
	 希望する第一次試験地により申込先が異なりますので、詳しくは次のところへお問
　　　い合わせください。
　①　人事院九州事務局			   （電話 092-831-7733）
　②　熊本国税局人事第二課試験研修係（電話 096-354-6171）
　③　大島税務署				    （電話 0997-52-4321）
　※自動音声に従い「２番」を選択してください

動物の飼い主の責任には、動物を正しく飼い、愛情を持って扱うこと
だけでなく、最後まできちんと飼うことも含まれます。　

最近、犬の放し飼いによる苦情が非常に多く寄せられています。放し
飼いの犬が害を与えると飼い主が責任を負わなければなりません。その
ようなことがないよう鎖や紐につないで飼いましょう。　

○ 相談日（電話相談可）
　　月曜日～金曜日
　　午前９時～正午
　　午後１時～５時
○ 弁護士相談日（面接可能な方・予約制）
　　毎月第２・４木曜日の午後１時から

動物を捨てると法律により罰せられます

※上記の件についての問い合わせ先
環境課　電話０９９７－８６―３１１１（内線６９）

国税専門官採用試験受験者募集

○問い合わせ先：社団法人日本損害保険協会　鹿児島自動車保険請求相談センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL ０９９－２５２―３４６６

平成 23 年 3 月（291）（�）



平成 23 年 3 月（291） （10）



平成 23 年 3 月（291）（11）



　　　　　　　

広い海を舞台に !!　～海上保安官募集～
海上保安庁では、海上保安学校学生を募集しています。試験日程、受験資格については次のとおりです。

海上保安学校（特別）

なお、受験資格、受験手続等の詳細は、海上保安庁ホームページをご覧頂くか、第十管区海上保安本部までお問い合わせください。

問合わせ先：第十管区海上保安本部　〒 890-9510　鹿児島市東郡元町 4 番 1 号　鹿児島第 2 地方合同庁舎 5 階

第十管区海上保安本部総務部人事課　電話 099-250-9800　FAX099-250-9850

(1) 試験日程

　　【受付期間】　　平成 23 年 4 月　1 日（金）～ 4 月　8 日（金）

　　【第１次試験】　平成 23 年 5 月 15 日（日）

(2) 受験資格

　高等学校またはこれと同等と人事院が認める学校を卒業し、又は卒業する見込みであり、

入学する年の 4 月 1 日現在で 24 歳未満で必要な受験資格を満たしている者

※海上保安学校学生 ( 特別 ) は、10 月期入学生です

うみまる

平成 23 年度 児童扶養手当及び特別児童扶養手当額の改正について

「児童扶養手当及び特別児童扶養手当」の手当額が、下記のとおり改正とな
りましたのでお知らせいたします。

（平成２２年度） （平成２３年度）
全部支給（月額） ４１，７２０円 〜 ４１，５５０円
一部支給（月額） ４１，７１０円 〜 ４１，５４０円

～９，８５０円 〜 ～９，８１０円
特別児童扶養手当（１級） ５０，７５０円 〜 ５０，５５０円
特別児童扶養手当（２級） ３３，８００円 〜 ３３，６７０円

【お問合せ】町民生活課児童福祉係 0997-86-3111（内５４）
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奄美群島新興開発基金からのお知らせ
奄美群島振興開発基金からのお知らせ 

 

■奄美基金は、奄美群島の産業振興を図るため、融資業務・保証業務により事業者の方々への事業

資金の円滑な供給に努めています。 

 

★★奄美基金の主な融資制度のご案内★★ 

資金名 資金使途 貸付の限度額 貸付期間 貸付利率 

農・林業振興基金 

（サトウキビ、畜産、果樹園芸、野菜、花き等） 

（樹苗、椎茸、木材生産加工） 

設備資金 
個人 1,000万円 

法人 1,500万円 
5～15年 1.50～1.65％ 

水産業振興資金 

（漁船取得・改造、装備購入、養殖施設整備、 

 共同利用施設等） 

設備資金 
個人 2,000万円 

法人 4,000万円 
5～10年 1.05～1.65％ 

観光関連産業振興基金 

（民宿、ホテル、遊漁船、ダイビング、 

 観光ガイド、土産品製造等） 

設備資金 

運転資金 

個人・法人 

   7,000万円 

設備 15年 

運転 7年 

設備 1.85～3.65％ 

運転 2.25～3.35％ 

流通・加工業等振興資金 

（一次産業従事者の運転資金） 

（農林水産物等の流通加工業等） 

設備資金 

運転資金 

個人・法人 

   7,000万円 

設備 10年 

運転 7年 

設備 1.85～3.65％ 

運転 2.25～3.35％ 

地域資源等振興資金 

（大島紬、黒糖焼酎等の特産品並びに地域の資源・ 

 技術等を活用した商品の製造・販売業） 

設備資金 

運転資金 

個人・法人 

   7,000万円 

設備 15年 

運転 7年 

設備 1.85～3.65％ 

運転 2.25～3.35％ 

地域活性化・雇用促進資金 

（情報通信産業、企業立地、雇用の促進等地域 

活性化に資する事業）    ※新設 

設備資金 

運転資金 

個人・法人 

   7,000万円 

設備 15年 

運転 7年 

設備 1.85～3.65％ 

運転 2.25～3.35％ 

※貸付金利は、平成２３年１月１７日現在のものです。 

※貸付期間及び貸付利率は資金使途などにより異なります。また融資にあたっては所定の審査が必要と

なります。（詳細については奄美基金までお問い合わせ下さい） 

※平成２１年４月から新しい資金も加わりました。（※地域活性化・雇用促進資金） 

 

■保証業務は、事業者の方々が金融機関から借入を行う際に、奄美基金が信用保証をおこなうことで円

滑な資金供給を支援する制度です。（詳細については奄美基金、各金融機関、各商工会等へお問い合わ

せ下さい。） 

 

■お問い合わせ先 

独立行政法人奄美群島振興開発基金 徳之島事業所 

〒891-7101 大島郡徳之島町亀津２９２８－４ 

電話番号 0997-82-0309 ／ FAX 0997-82-2362 

ＨＰアドレス http://www.amami.go.jp ／ Ｅメール kikin@amami.go.jp 

（Ｅメールからもご相談を受け付けていますので、ご利用下さい） 
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平成２３年度国家公務員採用試験（大学卒業等程度）日程等
○国家公務員採用Ⅰ種試験										        
												          
	 【 受 験 資 格 】	 ①昭和５３．４．２〜平成２．４．１生まれの者				  
				    ②平成２．４．２以降生まれで大学を卒業した者、
				    平成２４．３までに卒業見込みの者及び人事院が同等と認める者		
	 【 受 付 期 間 】	 ◎インターネット　４月１日（金）〜４月８日（金）			 
				    ○郵送又は持参　　４月１日（金）〜４月８日（金）			 
	 【第１次試験日】	 ５月１日（日）							     
												          
○国家公務員採用Ⅱ種試験										        
	
	 【 受 験 資 格 】	 ①昭和５７．４．２〜平成２．４．１生まれの者				  
				    ②平成２．４．２以降生まれで大学・短大・高専を卒業した者、
　				    平成２４．３までに卒業見込みの者及び人事院が同等と認める者		
	 【 受 付 期 間 】	 ◎インターネット　４月１１日（月）〜４月２０日（水）			
				    ○郵送又は持参　　４月１１日（月）〜４月２０日（水）			
	 【第１次試験日】	 ６月１９日（日）							     
												          
○国税専門官採用試験										        
												          
	 【 受 験 資 格 】	 ①昭和５７．４．２〜平成２．４．１生まれの者				  
				    ②平成２．４．２以降生まれで大学を卒業した者、
　				    平成２４．３までに卒業見込みの者及び人事院が同等と認める者		
	 【 受 付 期 間 】	 ４月　１日（金）〜４月１４日（木）					   
	 【第１次試験日】	 ６月１２日（日）							     
												          
○労働基準監督官採用試験										        
												          
	 【 受 験 資 格 】	 ①昭和５７．４．２〜平成２．４．１生まれの者				  
				    ②平成２．４．２以降生まれで大学を卒業した者、
　				    平成２４．３までに卒業見込みの者及び人事院が同等と認める者		
	 【 受 付 期 間 】	 ４月　１日（金）〜４月１４日（木）					   
	 【第１次試験日】	 ６月１２日（日）							     
												          
○法務教官採用試験										       
												          
	 【 受 験 資 格 】	 ①昭和５７．４．２〜平成２．４．１生まれの者				  
				    ②平成２．４．２以降生まれで大学・短大・高専を卒業した者、
　				    平成２４．３までに卒業見込みの者及び人事院が同等と認める者		
	 【 受 付 期 間 】	 ４月　１日（金）〜４月１４日（木）					   
	 【第１次試験日】	 ６月１２日（日）							     
												          
◎受験案内等の請求方法

返信用封筒（角形２号、１４０円分（国税専門官については１２０円分）の切手貼付、あて先・請求
試験名明記）を同封した封筒に、請求する試験名を朱書きし、下記問い合わせ先へ送付してください。

【問い合わせ先】
〒８１２−００１３　福岡市博多区博多駅東２−１１−１

人事院九州事務局第二課試験係
Tel ０９２−４３１−７７３３Fax ０９２−４７５−０５６５

平成 23 年 3 月（291） （14）



平成２３年４月から「ねんきんネット」情報（年金加入記録）が 

市区町村の窓口でも確認できるようになります。 

○「ねんきんネット」サービスが始まります 

平成２３年２月末から年金加入者や受給者の方が、いつでもご自身の年金加入記録を 

インターネットで確認することができるサービス「ねんきんネット」が始まります。 
 

◆年金加入記録が一覧で確認できます！ 

国民年金や厚生年金など、加入状況が一覧で確認できます。 
 

◆未加入期間などがわかりやすく表示されています！ 

年金に加入されていない期間、標準報酬額の大きな変動など、ご確認いただきたい記録が、 

わかりやすく表示されています。 

 

 

 
 

○市区町村の窓口でも 

インターネットのご利用が難しい方には、年金事務所だけでなく、市区町村の窓口でも簡単な 

手続きで年金加入記録を確認することができます。 

窓口では年金加入記録のほかに、記録の見方を説明したリーフレットもあわせて配布します。 

 

 

 

※ 窓口での手続きを行う場合は、本人確認書類（運転免許証など）とともに必ず、基礎年金番号がわか

るもの（年金手帳など）または照会番号がわかるもの（ねんきん定期便など）をご持参下さい。 

※ 旧法受給者および共済加入中の方は、本サービスはご利用いただけませんのでご了承ください。 

 

ご 不 明 な 点 は 、 伊 仙 町 役 場 ℡ ０ ９ ９ ７ － ８ ６ － ３ １ １ １ ま た は                

奄美大島年金事務所℡０９９７－５２－４３４１へお問い合わせください。 

【年金記録 印刷サンプル】 

詳しくは「ねんきんネット」で検索 

https://www3.idpass-net.nenkin.go.jp/neko/ 
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アイドル募集！
　本紙では「わが町のアイドル」と題して、わが家の
かわいい子どもの写真を掲載します。
　毎月１０日までに住所・氏名（子どもと保護者）・電
話番号・簡単なＰＲ文を添えて、写真を役場企画課広
報係までお持ち下さい。
　　　　　　　　　　　問合せ先　伊仙町役場企画課
　　　　　　　　　　　　　８６－３１１１（内２４）

わが町のアイドル

○ここ

○いのちをいただく

○食卓の向こう側（１）～（１０）

頂いた本は中央公民館図書室の蔵書として活用していきます。

髙井

西日本新聞社編集委員の佐藤弘氏より、本の寄贈。
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人口の動き（平成 23 年 1 月 31 日現在）

総人口＝ 7,312
　男　＝ 3,643
　女　＝ 3,669
世　帯＝ 3,602

出　生＝ 2
死　亡＝ 15
転　入＝ 31
転　出＝ 23
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松田　奈那美 ( まつだ ななみ）

（６カ月）

小さく生まれたけど、大きく元

気に育ってね。

永田　大旺 ( ながた だいおう )

（１歳２カ月）

牛どし生まれの大旺くん。その

名のとおり大きくたくましく

育っています。

　　　芽生（たかい　めい）

（2 歳 9 ヶ月）

四姉妹の末っ子、お姫様。甘え

ん坊のやんちゃさん、家族みん

なのアイドルです。

　

子宝日本一の町

米田　龍皇 ( よねだ　るおう )

（２歳４カ月）
やんちゃ坊主な龍皇くん。ユン
ボが大好き！
強く・たくましく・大きく育っ
てね。
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○ここ
○いのちをいただく

○また食卓の向こう側（１）～（１０）
頂いた本は中央公民館図書室の蔵書として活用していきます。


